三人のマリア
ヨハネの福音書 19:23-25
²³ さて、イエスを十字架につけてしまうと、兵士たちははぎ取った着物を四つに分け、一つずつ取りました。下着もそうしようとしましたが、見ると縫い目がありません。 ²⁴ 「こいつは裂くわけにいかないな。よし、だれが取るか、くじで決めよう」と話がまとまりました。「彼らはわたしの着物を分け合い、下着をくじ引きにした」（詩篇22・18）という聖書のことばどおりになったのです。 ²⁵ 兵士たちがこんなやり方をしたのも、聖書のことばが実現するためでした。十字架のそばには、イエスの母マリヤ、おば、クロパの妻マリヤ、マグダラのマリヤが立っていました。 ²⁶ イエスに愛された弟子の私（ヨハネ）もいっしょでした。イエスは、私と、私のそばに立ち尽くしているご自分の母親とを見つめ、「お母さん。ほら、そこにあなたの息子がいますよ」と声をかけられました。 ²⁷ それから、弟子の私に、「さあ、あなたの母ですよ」とおっしゃいました。その時以来、私は先生のお母さんを家に引き取ったのです。
- ヨハネの福音書 19:23-27
これは、人生における打ちひしがれるような出来事に直面している一つの家族を間近に見るものです。歴史的な文脈においては、これは全人類の罪のために死に、地上の家族に別れを告げている神の御子です。しかし、より個人的で直接的な観点から見るなら、これは公衆の面前で処刑されようとしている一人の男性が、最も親しい友人の一人に、将来母親の世話をするよう取り決めている場面です。そして、この間近な場面を見ていると、イエスの最も暗い時に十字架の足元にいるこの三人の女性が、皆マリアという名で呼ばれていることに、もう気づいたでしょうか。
これらの女性たちの関係と、マリアという名の三人の女性がどのようにしてキリストの十字架のもとに行き着いたのかを説明したいと思います。
イエスの母マリア
最初に言及されているマリアは、イエスの地上の母であるマリアです。彼女が他の二人と共に持っている名前は、ギリシャ語の新約聖書ではMariaまたはMariamとして現れます。これらはヘブライ語の名前Miriam（モーセの姉の名前）のギリシャ語形でした。
彼女について私たちが知っていることのほとんどは、マタイまたはルカによるイエスの生涯の初期の記録のいずれかに基づいています。彼女はナザレに住み、大工であるヨセフという名の男性と婚約していました。彼女は聖霊の力によって子を身ごもり、妊娠中にいとこのエリサベツを訪ねました。
神からこの事実を知らされた後、ヨセフは彼女を妻として迎え、まもなくイエスがベツレヘムで生まれました。彼女とその家族はしばらくエジプトで暮らしましたが、やがて故郷の町ナザレでの生活に戻りました。
ルカは、それからおよそ十二年後の出来事を記録しています。彼女とヨセフは、イエスがいなくなったと思って心配しながら捜しましたが、ついに神殿でイエスを見つけました。この出来事の後、イエスが公の働きを始めるまで、彼女やイエスについては何も記されていません。マリアはイエスの宣教の旅に同行しませんでしたが、宣教の初期に行われたある婚礼で、二人が一緒にいるのを見ることができます。
この時期に彼女がイエスについて何を考えていたのかは、分かっていません。しかし、イエスがまだ幼子で、シメオンとアンナ（イエスが割礼を受けるためにエルサレムの神殿に連れて来られた時、そこにいた預言者たち）がイエスの将来について預言した時、マリアが驚いたことは分かっています。そして、少年イエスを神殿で見つけ、イエスがご自分は父の家にいるのだと彼女に諭された時、マリアはその言葉を心に大切にしまい、思い巡らしていました。
イエスの宣教期間中、マルコが記している別の出来事があります。そこでは、マリアを含むイエスの家族が、イエスに話をしようとします。イエスの宣教が人々の間で大きな騒ぎを引き起こし始めていると聞き、彼らはイエスの身の安全を心配していました。
マルコの第3章で、イエスは地上の家族に応じ、霊的な家族（信じる者たち）への忠実さは、地上の家族、たとえご自身の家族への忠実さであっても、それに優先すると宣言されます。
イエスとその母が実際に一緒にいるのを見る最後の場面は、十字架の足元です。そこでイエスは、愛する使徒の働きヨハネに、母の世話をする責任を優しく託されます。私たちがマリアを見るのはもう一度だけで、それはイエスの昇天後、彼女が使徒の働きたち、家族、その他の弟子たちとともに上の部屋にいる時です（使徒の働き 1:14）。
マリアの姉妹マリア
十字架の足元で私たちが目にする二人目のマリアは、イエスの母の姉妹であるマリアです。二人の姉妹が同じ名前を持っているのは奇妙に思えるかもしれませんが、説明はあります。
聖書は、彼女たちが姉妹であることを明確に述べており、このもう一人のマリアがクロパの妻であったと記しています。いくつかの古代写本には、このクロパ（アルパヨとも呼ばれていた）が、イエスの地上の父であるヨセフの兄弟であったと記す欄外注があります。これは、二人の兄弟（ヨセフとクロパ）が、似た名前を持つ、あるいは混合家族の一員であった二人の姉妹と結婚したことを意味します。
これに加えて、マルコは、彼女がヤコブ（小ヤコブ）とヨセの母であったと私たちに伝えています（マルコの福音書 15:47）。ヤコブ（他の、ヤコブという名の使徒の働きよりも年少、または背が低かったため「小」と呼ばれた）は、十二使徒の働きの一人となりました。新約聖書全体を通して、このもう一人のマリアについて何度か記されています。
例えば、マタイの福音書 27:54-56は、彼女がガリラヤで主の働きが始まった初期の頃からその働きに従い、主を支えていた女性たちの一人であったことを私たちに伝えています。
彼女はヨハネの福音書で読むとおり、十字架刑にも立ち会い、復活の朝には、遺体を適切に埋葬するために香料を持って、空の墓にもいました（マタイの福音書 28:1）。
彼女は、イエスの復活を使徒の働きたちに報告した女性たちの中におり、おそらくルカが使徒の働き言行録 1:14で、使徒の働きたちと共に二階の部屋にいた人々を列挙している箇所で言及している人々の一人です。ある時、彼は「女たち」と述べていますが、これはイエスの宣教期間中にイエスに従い、仕えていた女性たちを指しています。
ヨハネの福音書19章では、彼女の甥であり主である方が十字架につけられている間、彼女が姉妹を支え、慰めているのを見ることができます。
マグダラのマリア
ヨハネが言及している三人目のマリアは、マグダラのマリアです。マグダラとは、おそらく彼女の出身地を指しています（マグダラは、イエスがいたガリラヤ地方の町でした）。
ルカ8:1-3では、マリアが、イエスによってさまざまな病気や悪霊の憑依から癒やされた女性たちの一団の中にいたことが分かります。
イエスに悪霊を追い出してもらったり、病気を治してもらったりした女たちもいっしょでした。この中には、七つの悪霊を追い出してもらったマグダラのマリヤや、
- ルカの福音書 8:2
このマリアは、イエスに従い、仕えていた女性たちの一団の一員でした。ルカが記しているように、「...自分たちの持ち物をもって彼ら（使徒の働きたち）に仕えていた」のです。これが、彼女が最初にイエスと接触したことについて私たちが持っている唯一の情報です。
マグダラのマリアは、イエスに油を塗った罪深い女（売春婦）だったと言う人々がいます。しかし、これには聖書的な根拠はなく、主に、イエスとこの女性に関する筋書きを展開するためにハリウッドが作り出したものです。例えば映画「パッション」では、彼女はイエスによって救われ、イエスの足に油を塗った姦淫の女として描かれています。しかし聖書は、ある時このことをしたのはマルタの姉妹マリアであったと記録しています（ヨハネの福音書 11:2）。イエスによって癒やされたこと以外に、聖書は、マグダラのマリアがイエスに従い、その宣教を支えた女性たちの一人であり、イエスの十字架上の生涯の終わりに、他の二人のマリアと共にいたことを述べています。
彼女はイエスの墓へ行く女性たちの中におり、墓からイエスがいなくなっているのを見つけると、ペテロとヨハネに知らせます。その後、彼女はこの二人の使徒の働きとともに墓へ戻り、二人が立ち去ると、彼女は一人残されて泣いています。この時点で、ヨハネは、彼女が墓の近くに二人の天使を見ること、そしてその後イエスが彼女に現れることを私たちに伝えています。彼女は初め、イエスを園の管理人だと思って混乱しますが、すぐに主だと気づき、主にすがろうとします。主は彼女を慰め、戻って、復活された主を見たことを使徒の働きたちに伝えなさいと言われます。
このマリアは、主の宣教の初めから主に仕えてきた忠実な弟子であり、イエスの母でさえ受けなかった特権、すなわち主の復活を目撃した最初の人（男性であれ女性であれ）となる特権を与えられました。
十字架への道
その日、十字架の足元にいた三人のマリアが、同じ名前を持ち、歴史上最も重要な出来事である、ローマの十字架上での神の御子の死に立ち会っていたというのは興味深いことです。
注目すべき点は、彼らが同じ名前を持っていたにもかかわらず、最終的にそこに至った経緯はそれぞれ大きく異なっていたことです。
イエスの母マリアは、神からの召しを受けました。
神は、天使ガブリエルを通して、また力強い奇跡を通して、彼女に信じるよう呼びかけられました。もちろん、彼女は神の御心に従い、自分に与えられた召しを真実として受け入れなければなりませんでした。しかし、彼女の召しは神から直接与えられたものでした。
この子が成長していくのを見守る中で抱いた驚きの感覚から、カナでの主の最初の奇跡の証人となったことに至るまで、マリアは、神によって召されたしもべから、ペンテコステの際に二階の部屋にいた忠実な弟子へと至る道を歩みました。預言者シメオンは、いつの日か剣が彼女の魂を刺し貫くと告げました。そしてその日、十字架のもとで、彼女は、今や主となられた御子が、まさに自分の目の前で十字架上で苦しまれる中、その痛みを感じました。
クロパの妻マリア。小ヤコブとヨセの母であり、イエスの母マリアの姉妹であった彼女は、関係者として十字架のもとに来た。
彼女はイエスの家族と深い関わりがありました（ヨセフの死後、二つの家族が同じ家に住んでいたと考える学者もいます）。彼女の息子は弟子となり、やがて主の使徒の働きとなりました。彼女はその家族と親しく交わっていたことを通して初期の弟子となり、イエスがガリラヤで初期の働きを始められた時には、すでにイエスと使徒の働きたちの働きに仕え、支えていました。
マリアは、姉妹が自分の息子であるイエス（マリア自身の甥でもありました）の死に対処するのを助けるという、その支える役割を続け、忠実であり続けました。彼女についての最後の描写は、キリストの復活を報告した女性たちの中にいて、その後、屋上の部屋で使徒の働きたちとともにペンテコステの壮大な日を待ち望んでいた姿です。
マグダラのマリアは、神からの召しや関わりによってではなく、イエスご自身の憐れみによって十字架のもとに来ました。
彼女は見捨てられ、病にかかり、悪霊に取りつかれ、彼女の社会では希望も助けもない状態でした。彼女に七つの悪霊がいたということは、彼女が感情的にも、身体的にも、霊的にも、深刻に機能不全に陥り、深刻に断絶していたことを示しています。イエスはご自身で彼女から悪霊を追い出し、彼女を正気に戻されました。それ以来、彼女は他の女性たちとともに、イエスの働きに仕え、それを支えました。
しかし、十字架刑の後の彼女の行動について読むと、彼女が強い人格を持ち、女性たちの中で指導者であったという印象を受けます。例えば、彼女は墓へ先に走って行きます（ヨハネ20:1）。
· 彼女はペテロとヨハネに報告し、その後、他の女性たちが加わります。
· 彼女は使徒の働きたちとともに墓に戻ります。
· 彼女は御使いたちに話しかけます。
· 彼女は最初にイエスを見ます。
· 彼がよみがえられ、父のもとに昇られることを使徒の働きたちに伝えるメッセージを与えるのは、彼女です。
主の憐れみとの最初の出会いによって、彼女は主に従い、十字架に至っただけでなく、十字架を越えて、主の栄光ある復活によって報いを受けた墓にまで導かれました。その日に十字架のそばにいた三人のマリアについてさらに知ることへの関心に加えて、この課は、ほとんどの人がどのようにして十字架へと導かれるのかも示しています。
1. 神の召しを受ける人々
これは、誤った印象を与えずに説明するのが難しいことです。カルヴァン主義者が教えるように（選び／予定説）、神がある人々を召し、他の人々を退けると言っているのではありません。しかし、聖書の登場人物（サムエルのような）の中には、幼い頃から神に関する事柄に対する敏感さを持っていた人々がいたことが分かります。
もちろん、このような人々もすべてのクリスチャンと同じように福音に従い、忠実であり続けなければなりません。しかし、どういうわけか、彼らの心は早い時期から神に向けられています。応答することを拒んだり、神を知りたいという願いを消し去ったりすることはできます（サウロがそうし、デマスもそうしました）。しかし、どういうわけか、ある人々は他の人々よりも霊的な事柄に敏感です。
イエスの母マリアは、これらの人々の一人であったと私は信じます。
· 彼女のガブリエルへの答えには恐れがなく、大きな謙遜と落ち着きが示されていました。
· エリサベトへの挨拶（聖書からの引用に満ちている）は、彼女がすでに非常に敏感で、神の召しに備えができていたことを示しています。
今日、このような人々がいます。自分の人生に対する神の御心と目的を知りたいという願いを抱いて、いつも探し続け、決して満足しないのです。
2. 交わりによって十字架に来る人々
クリスチャンの兄弟たちが私に、「妻や母などの祈りと励ましがなかったら、私は決してキリストを知ることはなかったでしょう」と言うのを、私は何度聞いたことでしょう。ほとんどの人はこのようにして十字架のもとに来ます。友人、親族、または配偶者など、誰か別の人によってそこへ導かれるのです。
クロパの妻マリアは、姉妹がイエスを育てるのを見守り、また息子が救い主と交わっていたことによって回心しました。その日に彼女をカルバリへ連れて行ったのは、この人たちです。
3. ある人々は奉仕を通して導かれる
マグダラのマリアは苦しんでいましたが、イエスはその苦しみを取り去られました。これによって、彼女はメッセージを聞き、魂を癒やすことができました。教会のさまざまな奉仕、すなわち、訪問、貧しい人々を助けること、病人や孤独な人々を慰めること、教えること、カウンセリングなどです。
これらはすべて、傷ついている人々に対するイエスの癒やしの働きの延長です。マグダラのマリアのように、人々が抱えている痛みに心を配るなら、私たちもまた、キリストの救いのメッセージを彼らに語る機会を得ることができるでしょう。
要約
これらの女性たちとその物語は、私たちにいくつかの重要な霊的教訓を教えています。
1. 誰であるか、 どのように 召されたかは重要ではなく、決断は常に同じです。あなたは信じて従うのか、それともイエス・キリストを拒むのか。イエスによって召され、イエスによって癒やされ、またイエスと交わりを持った多くの人々も、イエスを信じて従うことを拒みました。信じて従う者だけが、召しの祝福を受けます。
1. 誰であるか、またどのように 召されたかは重要ではなく、行き先は常に同じです。キリストの十字架です。すべての道はカルバリへ通じます。やがて、すべての人は自分の十字架を取り上げ、イエスに従わなければなりません。
1. 誰であるか、 どのように 召されたかは重要ではなく、未来は常に同じです。キリストとともによみがえることです。ローマ・カトリック教会は、イエスの母マリアについて、彼女は死を見ず、肉体のまま天に上げられた（旧約聖書のエノクのように）と言うことによって、彼女を特別な存在にしようとします。もちろん、この非常に人間的な理論を支持する聖書的根拠はありません。これは、マリアの復活が特別なものにならないという意味ではありません。しかし、それはあなたや私の復活よりも特別なものではありません。
テサロニケ人への手紙第一 4:13-17で、パウロは、忠実な者たち（3人のマリアを含む）も、あなたも私も、イエスが再び来られるとき、墓からよみがえり、栄光に満ちた永遠へ入ることを説明しています。この約束があるので、次の質問をして、私たちの学びを締めくくります。
キリストはあなたをどのように召しておられますか。主は次のような方法であなたを召しておられますか。
· 飢え渇いた心？
· 励ましの言葉？
· 主の弟子の一人による親切や奉仕？
主に応答することを先延ばしにしてはなりません。信仰と従順によって、主の十字架へ、そして栄光ある復活へと導かれるのです。
